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本書は、
アフォーダンスを提唱したことで知られる生態心理学の
創始者J・J・ギブソンの後継者ともくされながら、わずか四十二歳という若さでこの世を去った
E
・
S-
リードの三部作の
作
目
である。著者はその学部的な出発点を進化認識論から始めた。その後、哲
心理学、進化論と幅広い分野にわたって論文を書いているが、
その中でも彼の名を有名にしたのは、
レベッカ・ジョ
i
ンズととも
に編集したギブソンの論文集吋直接知覚論の根拠』〈ょと、ギブソンの伝記の体裁をとりながらその心理学史上 位置づけを行なった『ジェ
i
ムズ・
J
・ギブソンと知覚の心理学」というこ冊の書物で
Edward S. Reedラ The
Eまaven and London: 
あった。これらは大変優れたも ではあったが、
その評価はあくま
でもギブソン研究者としてのもので り、必ず も生態心理学者としての著者自身の評価 つながる はなかった。その著者が、生態心理学者として、その独自 思想を様々な分野 人々に強い印象を与えることにな は、
一九九六年から
九九七年にかけて
出版された、『アフォーダンス 心理学』〈
2吉本書『経験の必要性』、
そして吋魂から心へ』
5
の三部作によるものであった。
第一作自である吋アフォーダンスの心理学』の前半部では、ギブ
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ソン的観点から心理学を記述しなおすと共に、
そこに進化論的アプ
ロ
i
チ
2
を加えることによって、ギブソン的生態心理学からリ
i
ド的生態心理学とでもいうべき新たな生態心理学を展開している。また、その後半部では、操々な発遠心理学的研究の成果を取り入れながら、ヒトがいかにして人聞に っていくのかを、
リード的生態
心理学の観点から論じている。第三作自である吋魂 ら へ』では、現代の科 的心理学が成立した事構を説 ている。著者によれば、必ずしも明確に身体と分けることの きない豊かな内容をもっ魂合。三)という概念が、 開明確に一区別される貧しい心(邑昆)という概念へと変容されることによって、科学的心理学は初め 成立可能になったのである。この本では同時に現代の心理学にかわる新たな心理学も模索されて る。
以上に本書の前後をなす二つの著作について簡単に述べた。さて、
第ニ作自にあたる本書では、現 社会における様々なメディアの発達(特にテレコミュニケーションの発達) よって 現代社会 おける人関の経験がいかに変容したかが主題として議論される。すなわち、著者は、
メディアの発達が直接体験によって得られたもの
r、
次的経験)を間接的なもの
(二次的経験)によって囲い込んだ
こと その結果、以前は豊かであった私たちの日常生活がいかに空虚なものにされつつあるかということを主張する。著者は、 うした傾向がデカルト以米の心と身体とを明確に区別 こ ができるという反ー経験主義的哲学 伝統と共 生じてき こと、
そしてこ
の枠組みにとってかわるも としてプラグマテイズムの哲学(特にデュ
lイの哲学)が重要であることを強謂する。評者として留意し
たいのは、過程守門
onm
回目)を強調することだけでその内容が乏しいと
批判されることの多いデュ!イの哲学に対して、著者が、生態心理学的アプローチによりこれを実践蕗から補強し、
304 
の目指す「経
験の民主化」への道を模索している点である。
本書のキ!コンセプトを、
一次的経験
Q25
国々日宮号
20)
と一一
次的経験(∞
28
仏国々
OH
間以282)
に求めることができるだろう。
次的経験とは、自分で見たり開いたりする経験、
つまり他者によっ
て媒介されていない直接的な官
5npm22EE)
経験であり、一一次
的経験とは同じ世界を生きる他者によって媒介された間接的安全
BnF88
邑
sgE)
経験である。そしてこの二種類の経験には
つの特徴がある。第一に、一一次的経験は必ず一次的経験を含むこ
と、第ニに、
一次的経験は自律的な情報探索を必ず含んでいるが
次的経験はそのような探索を含むとは撮らないこと、最後に、
次
的経験では情報の探索を制臨するものは伺もないのに対して二次的経験は他者によって必然的に 限されておりその課索には限界があること、という点である。
E 
本書は、
プロローグ
ま〉
28
沙門関与四ユ
gnO3
とエピローグ
4MmE
口問問。円安℃
382.
ゆを除く、七章から構成されている。以下
各章ごとに簡潔にその内容をみていくこと する。
第
E民間
4〈刊〈
OC
山凶
JHm
『切町内山口開討℃白『回目ロロ町内同
iV2MFr)
出。-uyu
『
Y入山内
Mmw門出同町四
宮部門巧。吋
53
では、伝統的哲学や科学的心理学が、
一次的経験中合重
視するものに「素朴実在論者」というラベルを貼り付け「経験」を蔑視してきたことを述べると問時に、「経験」を擁護するプラグマテイズムの哲学を取りあげ、具体的には哲学者ロ
l
ティとパトナム
について検討 ている。第
」宮∞凸同吋口
Y
沙門担富山
28S
。同閉山毎回ユ
g
口03
では、第一
であまり触れられていなかったロ
i
ティについて、「表象」を強
調する西洋哲学の伝統を批判した点で彼を評価しつつも、彼の提唱する「リベラルユートピア
として実現される消撞的自由について
はこれを退ける。
一方、著者によれば、プラグマテイズムの提唱者の一人であった
デュ
iイは一次的経験それ自体に価値を-認めている。デュ
i
イにお
ける「経験」とは、個人の所有物ではなく集団 所有物であり、構成員すべての成長を(いつもとは限らないが)促進し、
日々の生活
で私たちが直面する真の問題の解決に役立つものなのである。著者はデュ
iイの哲学を継承する立場から、哲学のなすべきことは、普
一遍的存在者についての知識(つまりは完全な真理)というみせかけを与えること はなく、伺かをなすための指針
ii
それは必ずしも
正しいとは限らない
li
を与えることである、と主張する。
第
験炉問目白叫。同
C口口目立包口々回ロ仏門町田明日夜宮沖。同出向凶凶一旬開門時開口
23
で
は、二十世紀後半における経験の衰退とそれに結びつく不確実性への恐怖とをとりあげてい 。デカルト哲学に顕著 ように、近代の哲学は心と身体を一区別し身体を機械とみなさざるをえ くなった。その結果、経験への信額は損なわれるこ と り 現代社会で 労
働者が自分の役割を果たす「情報処理手続き」のための乗り物になっている、と著者はみなすのである。第四章。ベ
zooq
主主
go
内関与由民
82
広野町宮。号
gt
そasug-­
では、第一ニ章での議論を延長して、現代の企業においては経済効率が過度に重視されるあまり、労働は単純化され、分業もますます促
日々の経験から自律性が奪われる結果となっ
進されることとなり、たと主張する。著者はテクノロジー会
SZo
目。堕)のかわりに技術
(gmvES)
の復権を説き、豊かな経験を取り一民す必要を主張するの
である。第五章
t∞宮司宙開制
43g
口03
では、
互補完的なものとして共に重視するギブソンの生態心理学的アプ
?i
一次的経験と二次的経験を相
チを検討している さらに発達心理学の知見やデュ
iイの「経験」
概念を採用して、知覚とは、外的デ
i
タを入力として取り込むこと
ではなく、環境と切り結ぶ
(Enos
件。ることによって、全体として
の人(担当宮山町田呂田
Oロ)が達成することである、と主張する。
本意の後半部では、テレビやその技法であるモンタージュによって、家庭生活や娯楽の領域でも一次的経験が二次的経験によって侵食されていると警告している。第六章品名目ユ
828
仏円。〈白色
EP--
では、第五章の最後で提
越された「どのようにして人々は、他人と経験を共有するやり方を学習するように動機づけられるのか」という聞いに
フロイトなど
305 一一審評
に言及しながら答えている。従来、動機 肯定的感情によって引き起こされる主観的状態であるという議論がなされてきた。著者によ
れば、
フロイトはこのような議識を正当にも批判したものの自身で
解決することはできなかった。なぜなら、
ブロイトは幼児期におけ
る直接経験を偏重しエロスを性だけに関連。つけてしまったからである。著者はフロイトの汎性欲主義を越えるエロスのあり方を説いている。第七章
4V63828
仏同町四授与え出告白
3
で、著者は社会心理
に起闘する病気の多くには
次的経験への蔑視という共通の源があ
ると指摘し、社会心理的疾病の克服のために
という理念を
提唱している。ここで再度生態心理学的見地の重要性が強調されることにな 。私たちの最も重要な生態心理学的能力のひとつは、自分の経験を未来へと延長 (予期 な)能力である。なぜ らば、そのような能力は移動す といった一次的経験と結びついているだけでなく、経験を共有したいという動機によって、し しば二次的経験とも結びついているからであ著者によれば、「希望」とは公的経験と公的行動のひとつのアスペクトであり、希望を生きること 掴人が行為者として自分の成功と能力の詞方を知覚し自標への道筋が聞かれている の実現を要
求するものなの る。
盟
著者が本書で述べたかったことを次のようにまとめることができるだろう。生きがいのあ 生活をなすほとんどすべて もの 、
「経験」に始まり、「経験」と共に成長する。それにもかかわらず、現代生活においては、「経験」、特に一次的経験がないがしろにされ
306 
てしまっている。確かに は多様ではあるが、
それは他人
との障壁をつくる言い訳として使用されるべきものではなく、逆に他人 共同生活を送 ための魂とでもいうべきものな ある。術でさえ、
日常経験と密接な関係がある。
このような「経験」を強調する著者の主践は、基本的には賛同で
きるものの、多分に議論の余地のある主張である。その中でも特に重要であると思われるものを一一一点ほどとりあげることにする。
第一の問題点は、「経験」を一次的経験と二次的経験とに毘別することの是非 ある。その区別はひととおり 意味では有用であると思われるものの、第五章であ 程度説明された以外は自明ののように扱われている。この点についてギブソニアンにも批判者が
多いことからも かるように、区別の確立について生態心理学的観点からのより詳しい説明なり議論なりが必要ではないだろうか。
第二の問題点は、第
の問題点とも関わりがあるのだが、テレコ
ミュニケ
i
ション
(テレビやラジオ、現在ではインターネット、携
帯明一泡話など)に対する批判が過度ではないかという疑念 ある。なるほど、二次的経験が重一揖されすぎてい 点は杏めないも の、テレコミュニケーションの発達による様々な分野へ 影響
il
よきに
つけ悪しきにつけ
li
は計り知れないものがある。少なくとも、現
代社会がテレコミュニケ
i
ションなしには存続できないのは確かで
はないだろうか。
第
の問題点は、
フロイト理論を著者は自分の関心に引きつけ過
ぎているのではないかという問題である。確かに、
フロイトのアメ
リカへの紹介者 ある
E-B-
ホルトなどへの一言及が住においてな
されてはいるもの 、著者の主張を認めるためにはフロイト理論に関する議論が不十分だと思われる。
また、本書だけでなく三部作全体を通じていえることだが、著者の思索の根鹿を流れる二つの流れ(生態心理学と進化論)のうち、
進化論への一一一一口及があまりにも少なすぎ といわざるをえない。リ!ド的生態心理学におけるアフォーダンスと 積や個体にとってのものでなく、有機体 担体群(宮古}田氏。るにとって利用可能なものである。しかしこの個体群という概念は、進化論 の間でも様々 立場が にも関わらず、自明なものとして用いられている。特に本
おける著者は、デュ
iイの「経験」概念を個体にとってのもの
ではなく、個体群 とってのも として解釈してい と思わ るが、個体群という一言葉を用いてすらいない。この他にも多々問題点はあるもののその問題点の多くは三つ(十一)の問題点問機に、議論の精撤さが欠けているために生じ いる
ものである。ただ、本書は一八八ページほどの本であり、著者がこの本を執筆した年齢を考えるならば、本警は、本絡的な理論の展開よりもむしろ問題提起のための本であるとみなすこと できるかもしれない。しかし、本書が、従米現象学と結びつけられることの多かった生
態心理学という考え方 、
ウィリアム・ジェ!ムズの弟子でありギ
ブソンの教師でもあったホルトなどを経由させながら、プラグマティズムの哲学、特にデュ
iイの哲学と結びつけた点、生態心理学を教
育や社会学、さらには倫理などへ応用することの可能性を示唆している点などはそれら 欠点をおぎなって余りあ ほど ものである。本書は現代社会に対するリ
iド的生態心理学からの問題提起の書
である。そして、不幸にして四十二哉という若さで くなった著者の後を受け、これらの問題点の一つ一つを精徽に検討し展開していくことは意義ある作業な で ないかと思う。
r-.. ì.主
『陵接知覚論の根拠』(抄訳)(境敦史・河野哲也訳)、動車帝玄関、一OO
四年。
(2)
吋アフォーダンスの心潔学い 縮問霞哉訳・佐々木正人監修)、新耀社、一一
000
年。
(3)
「魂から心へ』(村悶純一・染谷回日義・鈴木賞之 )、育支社、ニ
O
00
年。
(4)
ここには、著者が平ブソンと並んで尊敬していた進化論者
M
・ギ
i
スリンの影響が強く見られる。
(B
・
s-
リ
i
ド、「ダ!ウィン進
化論の哲学」吋アフォーダンスの構想』(佐々木疋人・一一一嶋博之編訳)、東京大 出版会 ニ
OO
一年、所収、を参照のこと。)
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